
 

 

 

 

 

            

図書館員がおすすめする 

今月の推し本 

丹波市立図書館 

202４年４月 

 

 

 

一 般 書 

 

『彼女たち』 
桜木 紫乃／作 中川 正子／写真 （小学館） 

 

   人間関係につまずいたイチコ、家事・仕事・育児に 

追われるモネ、最愛のパートナーとの別離を経験したケイ。 

彼女たちを照らす光とはー。 

直木賞作家×人気写真家の作品です。 

物語と共にある写真が、何気ない日常の匂いや、 

街の中のここちよい風や音を連れて来ます。 

ひたむきに、今を生きるあなたに届けたい。 

読んだあと、誰かに贈りたくなる１冊です。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

カバヒコに触れることが自分を見つめなおすきっかけになる、 

誰もが抱える悩みに寄り添うやさしい物語です。 

 

 

 

 

児 童 書 

 

『ももんがもんじろう』 
村上 康成／作 （講談社） 

 
ももんがのもんじろうは、  

まだそらをとんだことがありません。 

でも、あるよる、すぎのきがブワンとゆれて、 

   よるのそらにとんでしまった。 

    ヒュル～！ 
もんじろう、ドキドキのだいぼうけん！ 

ここでもんだいです。 

もんじろうやどうぶつたちは、どんなところにすんでいるでしょうか？ 

それは、としょかんのどうぶつのほんだなで、みつけることができます。 

あなたのおうちのちかくで、ヒュル〜！っと  

とんでいるもんじろうにであえる・・・かも。 

 

 

 

 

 

 


